
出口戦略

老後資金の
計算シート入力方法



A 年金の毎月の額面金額

65歳からもらえる金額を確認し入力する（額面で入力してください。手取りではない）



B NISA （D iDeCoも同じようにシミュレーション）

65歳時点での資産額を入力してください。方法は積立シミュレーションで確認します

例）現在50歳で65歳まで15年間の積立期間がある。現実的な年利５％で月3万円運用

出典：楽天証券「積立かんたんシミュレーション」



C NISAを運用しながら取り崩して増加する金額

65歳から80歳まで取り崩しながら運用した場合に、65歳から増加する金額を入力する

出典：三井住友DSアセットマネジメント 「人生100年時代の資産設計シミュレーション」



C NISAを運用しながら取り崩して増加する金額

65歳から80歳まで取り崩しながら運用した場合に、65歳から増加する金額を入力する

出典：三井住友DSアセットマネジメント 「人生100年時代の資産設計シミュレーション」

80歳で資産０になる「取り崩し額」を探す（80歳で投資卒業）
この例の場合は、隔月12万円の取り崩しで80歳で資産０に。

つまり、月6万円×12ヶ月×15年間 ＝1080万円使える。

65歳時点の資産額は801万円なので、
取り崩しながら運用することで、1080-801=279万円増加



E 預貯金

「資産の整理シート」を記入し、現在の預貯金を入力する
※65歳時点の預貯金を推定するのは困難なので、現在の預貯金を入力すればよい



F 退職金

就業規則や賃金規則を確認し、「退職金」がある場合は明示されている。
また、退職金規定には支払われる金額や支払い日などが記載されているので確認する

出典：ほけんのぜんぶ、令和元年中央労働委員会より出典：転職Hacks 「よくわかる、退職金制度の基礎知識｜種類と自社の制度を調べる方法」



G 貯蓄型保険・個人年金保険

貯蓄型保険や個人年金保険には、解約返戻金や満期でもらえる金額があります。
保険証券で確認できますが、わからない場合には保険屋さんに確認してください。
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出典：オリックス生命保険
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